
第 65 回

招集ご通知

ご来場の自粛検討のお願い
新型コロナウイルス感染防止の観点から、株主の
皆様には今年度の株主総会当日のご来場を見合わ
せ、インターネットや書面による事前の議決権行
使を強くご推奨申し上げます。今後の状況により
株主総会会場や運営方法に大きな変更が生じる場
合は、当社WEBサイトにてお知らせいたします。
https://www.kadoya.com/

ご出席株主様へのお土産の配布は本年も取りやめとさ
せていただきます。何卒ご理解いただきますようお願
い申し上げます。

定時株主総会

証券コード2612

〒141-0031 東京都品川区西五反田8丁目2番8号
TEL 03-3492-5545
https://www.kadoya.com/



株 主 の 皆 様 へ

代表取締役社長

証券コード：2612
2022年６月３日

東京都品川区西五反田八丁目2番8号

　株主の皆様におかれましては、日頃よりかどや
製油に対し、ご理解とご支援を賜り、感謝申し上
げます。
　さて、当社第65回定時株主総会を6月27日（月
曜日）に開催いたしますので、ここに招集のご通
知をお届けいたします。第65期（2021年4月1日
から2022年3月31日まで）の概況及び株主総会の
議案についてご説明申し上げますので、ご高覧く
ださいますようお願い申し上げます。

2022年6月
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招集ご通知

1. 日　　　時 2022年６月27日（月曜日）午前10時
2. 場　　　所 東京都港区高輪３丁目13番１号

グランドプリンスホテル高輪　地下１階 プリンスルーム

3. 株主総会の
目的事項

報告事項
１. 第65期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）事業報告、連結計

算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第65期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役１名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件
第５号議案 故代表取締役会長小澤二郎氏に対する弔慰金贈呈の件

4. 招集にあたって
の決定事項

１. 書面（郵送）及びインターネットの両方で重複して議決権を行使された場
合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱わせて
いただきます。

２. インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われ
た内容を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

5. インターネット
による開示

IR情報 https://www.kadoya.com/ir/page05.html

本招集ご通知において提供すべき書類のうち、下記の事項につきましては、法
令及び当社定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
「IR情報」欄に掲載しておりますので、本招集ご通知提供書面には記載してお
りません。
① 事業報告の「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要」
② 連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」及び「連結注記表」
③ 計算書類の「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」

従いまして、本招集ご通知提供書面に記載している事業報告、連結計算書類及
び計算書類は、会計監査人又は監査役が会計監査報告又は監査報告を作成する
に際して監査した事業報告、連結計算書類及び計算書類の一部であります。

以　上

第65回　定時株主総会招集ご通知
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招集ご通知

書面又はインターネットによる議決権行使について
　当日のご出席に代えて、書面又はインターネットによって議決権を行使することができますので、

お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、３頁、４頁のご案内にしたがって
2022年６月24日（金曜日）午後５時30分までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

＜新型コロナウイルス対策に関するお知らせ＞

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、本年は可能な限り会場へのご
出席をお控えいただき、書面またはインターネットによる議決権行使をお願
い申し上げます。

株主総会にご出席を検討される株主の皆様におかれましては、株主総会開
催時点での流行状況やご自身の体調をご確認のうえ、マスク着用等の感染症
予防対策にご配慮いただき、ご来場くださいますようご協力お願い申し上げ
ます。なお、株主総会会場において、役員及び運営スタッフがマスク着用を
させていただくほか、感染拡大防止に必要な措置（座席の間隔を確保するた
めに入場者数を制限して入場をお断りする場合があること、発熱や咳などの
症状を有する株主様に対してご入場をお断りする場合があること、株主総会
の時間を短縮する等）を講じることがありますことをご理解くださいますよ
うお願い申し上げます。

今後の状況により株主総会の運営・会場等に大きな変更が生じた場合に
は、以下の当社のウェブサイトにてお知らせいたしますので、ご確認くださ
いますようお願い申し上げます。
当社ウェブサイト　（https://www.kadoya.com/）

◆当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
◆株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウ
ェブサイト「IR情報」欄（https://www.kadoya.com/ir/page05.html）に掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し上げま
す。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案の賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。

次頁の案内に従って、議案の賛否を
ご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2022年６月27日（月曜日）
午前10時

2022年６月24日（金曜日）
午後５時30分到着分まで

2022年６月24日（金曜日）
午後５時30分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１・２・３・４・５号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書はイメージです。

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使とし
てお取り扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権
行使としてお取り扱いいたします。
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/ 　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

QRコードを用いたログインは1回に限り可能
です。
再行使する場合、もしくはQRコードを用いずに議決権を
行使する場合は、右の「ログインID・仮パスワードを入力
する方法」をご確認ください。

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

新しいパスワードを登録する。3

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

4
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剰余金処分の件

第１号議案 剰余金処分の件

株主総会参考書類

　剰余金処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重点政策の一つとして位置付けており、配当性向の目標は単体の当期純
利益の40％を目処としております。ただし、業績に関わらず１株当たり20円以上の配当を継続して行えるよう努力
してまいります。
　この配当政策に基づき、当期の期末配当金につきましては、１株につき普通配当110円とさせていただきたいと存
じます。
■ 配当財産の種類　　金銭
■ 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株当たり金110円　　総額1,013,600,060円

■ 剰余金の配当が効力を生じる日　　2022年６月28日

その他の剰余金の処分に関する事項
　内部留保につきましては、将来の積極的な事業展開に備えた経営基盤の強化を図るため、以下のとおりといたした
いと存じます。
■ 増加する剰余金の項目及びその額　　別途積立金 300,000,000円
■ 減少する剰余金の項目及びその額　　繰越利益剰余金 300,000,000円

2019年３月期2018年３月期

120
150

2020年３月期

110

2021年３月期

85

2022年３月期

110

1株当たり年間配当金（単位：円）＜ご参考＞
配当金の推移

5
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定款一部変更の件

第２号議案 定款一部変更の件

現行定款 変更案

(株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供)
第16条 当会社は、株主総会の招集に関し、株主総会参考

書類、事業報告、計算書類および連結計算書類に
記載または表示をすべき事項に係る情報を、法務
省令に定めるところに従いインターネットを利用
する方法で開示することにより、株主に対して提
供したものとみなすことができる。

（削　　除）

１. 提案の理由
　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定する改正規定が2022年９
月１日に施行されることに伴い、株主総会資料の電子提供制度が導入されることとなりますので、次のとおり定款を
変更するものであります。
（１）株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨を定款に定めることが義務付けられる

ことから、変更案第16条（電子提供措置等）第１項を新設するものであります。
（２）株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる事項のうち、書面交付を請求した株主に

交付する書面に記載する事項の範囲を法務省令で定める範囲に限定することができるようにするため、変更
案第16条（電子提供措置等）第２項を新設するものであります。

（３）株主総会資料の電子提供制度が導入されますと、現行定款第16条（株主総会参考書類等のインターネット開
示とみなし提供）の規定は不要となるため、これを削除するものであります。

（４）上記の新設及び削除される規定の効力に関する附則を設けるものであります。なお、本附則は期日経過後に
削除するものといたします。

２. 変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）

6
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定款一部変更の件

現行定款 変更案

(電子提供措置等)
（新　　設） 第16条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総会参考

書類等の内容である情報について、電子提供措置
をとるものとする。

② 当会社は、電子提供措置をとる事項のうち法務省
令で定めるものの全部または一部について、議決
権の基準日までに書面交付請求した株主に対して
交付する書面に記載することを要しないものとす
る。

（新　　設） (附則)
(電子提供措置等に関する経過措置)

（新　　設） ① 現行定款第16条（株主総会参考書類等のインター
ネット開示とみなし提供）の削除および変更後定
款第16条（電子提供措置等）の新設は、2022年
９月１日から効力を生ずるものとする。

② 前項の規定にかかわらず、2022年９月１日から
６か月以内の日を株主総会の日とする株主総会に
ついては、現行定款第16条はなお効力を有する。

③ 本附則は、2022年９月１日から６か月を経過し
た日または前項の株主総会の日から３か月を経過
した日のいずれか遅い日後にこれを削除する。

7
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取締役１名選任の件

第３号議案 取締役１名選任の件

新 任 社 外 独 立
　(1976年10月22日生　満45歳)

た け

竹
だ

田
 

　
 

　
ま こ と

真
所有する当社株式の数 0株

　

略歴、当社における地位、担当

2001年 10月 弁護士登録
2008年 9月 ニューヨーク州弁護士登録
2009年 4月 東京法務局訟務部部付（任期付公務員）
2010年 4月 法務省大臣官房民事訟務課課付（現・法務省訟務局）
2012年 4月 東京芝法律事務所入所（現任）
2018年 4月 当社顧問弁護士就任（現任）

　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
竹田真氏は、弁護士としての専門的知識と当社の顧問弁護士を務めている経験から当社のコーポレートガバナンスのより一層の向上を遂行し、当社
の社外取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、社外取締役候補者としたものであります。また、今までも法的な面からの助言等を行
ってきており、今後も同様な助言を期待しております。なお、同氏は、過去に直接会社経営に関与した経験はございませんが、上記の理由により社
外取締役として、その職務を適切に遂行していただけると判断しております。　　

　本総会終結の時をもって、取締役川上三知男氏は取締役を辞任されますので、その補欠として取締役１名の選任を
お願いするものであります。
　なお、今回選任されます取締役竹田真氏の任期は、当社定款第21条第２項の定めに従い、他の在任取締役の任期
の満了する2023年６月開催予定の定時株主総会終結の時までとなります。
　取締役候補者は次のとおりであります。

(注) １. 竹田真氏は、新任の取締役候補者であります。
２. 竹田真氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
３. 竹田真氏は、社外取締役候補者であります。
４. 竹田真氏が選任された場合、当社は同氏を、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出る予定であります。
５. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（以下、「Ｄ＆Ｏ保険契約」という。）を締結し

ております。Ｄ＆Ｏ保険契約は取締役を含む被保険者の行った業務に起因して損害賠償請求された損害等を填補するものであります（ただ
し、保険約款で定められた免責事由に該当するものを除く）。竹田真氏が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者とな
ります。
また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

６. 竹田真氏が選任された場合、当社は同氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の賠償責任を限定する責任
限定契約を締結する予定であります。
なお、当該契約に基づく賠償責任の限度額は、同法第425条第１項各号に定める金額の合計としております。

７. 竹田真氏は、現在、当社の顧問弁護士でありますが、本議案の承認をもって、顧問契約を解消する予定であります。
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監査役１名選任の件

第４号議案 監査役１名選任の件

新 任 社 外
　(1970年１月29日生　満52歳)

つ

都
し ま

島
 

　
ゆ う

裕
じ

二
所有する当社株式の数 0株

　

略歴、当社における地位

1993年 ４月 三菱商事株式会社入社 2021年 ４月 同社食品産業グループ新興市場室長
2002年 ４月 米国AGREX INC.出向（Manager, Export） 2022年 ４月 同社食品産業グループグローバル食品本部
2008年 ４月 三菱商事株式会社農水産本部戦略企画室 戦略企画室長（現任）
2010年 10月 同社農水産本部飼料畜産部事業戦略チームリーダー
2015年 ５月 PT. MC Living Essentials Indonesia副社長
2018年 ４月 同社社長
2019年 ４月 三菱商事株式会社食糧本部食品原料部長

（重要な兼職の状況）
三菱商事株式会社　食品産業グループグローバル食品本部戦略企画室長

　

社外監査役候補者とした理由
都島裕二氏は、長年の総合商社勤務を通じて幅広い知見を有するとともに、海外現地法人の経営に参画した経験も有し、当社の監査役としての職務
を適切に遂行できるものと判断し、監査役候補者としたものであります。　　

　本総会終結の時をもって、監査役磯貝進氏は監査役を辞任されますので、その補欠として監査役１名の選任をお願
いするものであります。
　今回選任されます監査役都島裕二氏の任期は、当社定款第31条第２項の定めに従い、監査役磯貝進氏の任期が満
了する2023年６月開催予定の定時株主総会終結の時までとなります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は次のとおりであります。

(注) １. 都島裕二氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 都島裕二氏は、社外監査役候補者であります。
３. 都島裕二氏は、当社の特定関係事業者である三菱商事株式会社の業務執行者として上記の地位等を務めるとともに、同社より従業員給与等

を受けており、今後も受ける予定であります。
４. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（以下、「Ｄ＆Ｏ保険契約」という。）を締結し

ております。Ｄ＆Ｏ保険契約は監査役を含む被保険者の行った業務に起因して損害賠償請求された損害等を填補するものであります（ただ
し、保険約款で定められた免責事由に該当するものを除く）。都島裕二氏が監査役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者と
なります。
また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

５. 都島裕二氏が選任された場合、当社は同氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の賠償責任を限定する責
任限定契約を締結する予定であります。
なお、当該契約に基づく賠償責任の限度額は、同法第425条第１項各号に定める金額の合計額としております。
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故代表取締役会長小澤二郎氏に対する弔慰金贈呈の件

第５号議案 故代表取締役会長小澤二郎氏に対する弔慰金贈呈の件

お

小
ざ わ

澤
 

　
じ

二
ろ う

郎
略歴、当社における地位、担当

2003年 6月 当社代表取締役社長
2019年 6月 当社代表取締役会長
2022年 4月 逝去 　

　2022年４月21日に逝去されました故代表取締役会長小澤二郎氏のご遺族に対し、その在任中の功労に報いるた
め、弔慰金として21,600千円を贈呈いたしたいと存じます。
　本議案に関しましては、社外取締役が過半を占める指名報酬諮問委員会での協議を経て、取締役会にて決定してお
ります。
　なお、その贈呈の時期及び方法等につきましては、取締役会にご一任願いたいと存じます。
　故代表取締役会長小澤二郎氏の略歴は次のとおりであります。

以　上
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当事業年度の事業の状況

（１）当事業年度の事業の状況

(提供書面)

事業報告（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

１．企業集団の現況

①事業の経過及びその成果
　当連結会計年度の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適
用しており、遡及処理後の数値で比較分析を行っております。
　詳細は、連結注記表「２．会計方針の変更に関する注記（１）収益認識に関する会計基準等の適用」に記載のとお
りであります。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、依然として、新型コロナウイルス感染症問題が収束せず、各地で緊急事態
宣言の発出やまん延防止等重点措置の適用がされる等、経済活動が制限される環境下にありました。また、感染拡大
の波が生じる中で、ワクチンの普及やその他各種感染対策を講じる等、引き続き感染拡大防止と経済活動の維持・拡
大との両立が課題となっております。また、世界経済においては、米国や中国等のワクチン接種が進む国等で、経済
状況は回復傾向にあるものの、ウイルスの新たな変異株の出現やウクライナ情勢による地政学リスクの高まり等もあ
り、先行きが不透明な状況が続いております。
　食品業界におきましては、外食産業において、休業や時間短縮営業、酒類の提供停止等の制限等が生じ、厳しい状
況が続きましたが、その一方で、内食需要は底堅く推移しております。また、食を提供するインフラの役割として、
これまで以上に安心・安全を前提とした安定的な事業継続が求められています。
　このような状況下、当社グループは、状況に応じた出張等の制限、工場見学の停止、テレワーク勤務の導入、従業
員に対する検査への補助等、感染症拡大を防ぐ取組みを行う中で、厳格な生産管理体制のもと、安定的な製品供給の
確保に注力しました。また、2021年２月にごま油業界初の特定保健用食品である「健やかごま油」を発売し、新商
品の認知や健康ニーズの獲得に向けて、テレビＣＭを展開する等、積極的な販促を進めています。
　ごま油におきましては、家庭用は、いわゆる「巣ごもり特需」がひと段落の状況となりましたが、外食産業が回復
傾向とはいえ本来の状況には戻らない中で、内食需要は堅調に推移し、販売数量は前期に比べ微増となりました。
　また、業務用及び輸出用は、外食産業向けの販売が増加し、前期の販売数量を上回りました。以上により、ごま油
全体の販売数量は前期比103.2％、販売金額は前期比104.0％となりました。
　食品ごまにおきましては、ねりごま、食品ごまともに販売数量は前期を下回り、全体の販売数量は前期比
99.6％、販売金額は前期比98.2％となりました。
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当事業年度の事業の状況

生産の状況

区分 第64期
(2021年３月期)

第65期
（当連結会計年度）
（2022年３月期）

前連結会計年度比

ご ま 油 生 産 量 28,471 29,648 104.1％

食 品 ご ま 生 産 量 13,032 13,533 103.8％

脱 脂 ご ま 生 産 量 24,113 25,554 105.9％

　一方、コスト面におきまして、売上原価は、原料価格相場は、当期に上昇局面に転じましたが、原料船積み後に当
社工場で使用されるまでには相応の期間を要することから、当期の入庫原料への影響は限定的で、前期比では原料払
出価格が低下したことや、袖ケ浦工場の償却進行による減価償却費の減少等により、前期比99.0％となりました。
また、販売費及び一般管理費は、「健やかごま油」の発売に伴うテレビＣＭ等の広告施策の実施等により、前期比
109.5％となりました。
　この結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高32,185百万円（前期比814百万円増）、経常利益は3,968百万
円（前期比833百万円増）、親会社株主に帰属する当期純利益は2,769百万円（前期比667百万円増）となりまし
た。

(単位：トン)

(注) ごま油生産量には輸入原料油の処理を含みます。
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セグメント

セグメント別売上高の状況

セグメントの名称 第64期
(2021年３月期)

第65期
(当連結会計年度)
(2022年３月期)

前連結会計年度比

ごま油 (百万円) 23,568 24,516 104.0％
内訳 ごま油 (百万円) （22,750） （23,408） （102.8％）

脱脂ごま (百万円) （818） （1,107） （135.3％）
食品ごま (百万円) 7,691 7,553 98.2％
その他 (百万円) 111 116 104.3％
合　　　　　計 (百万円) 31,371 32,185 102.5％

76.2％

23.5％
0.3％

ごま油

食品ごま

その他

売上高

前期比

116百万円

総売上高　32,185百万円

5百万円
（4.3％増⬆）

売上高

前期比

7,553百万円
△138百万円
（1.8％減 ⬆）

売上高

前期比

24,516百万円
948百万円
（4.0％増⬆）

セグメント別売上高構成比

(注) 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、前連結会計年度（第
64期）の金額については、当該会計基準を遡って適用した場合の金額で表示しております。なお、前連結会計年度の売上高は、遡及適用を行う
前と比べ3,729百万円減少しており、セグメント別ではごま油セグメントで2,870百万円、食品ごまセグメントで859百万円減少しております。
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セグメント

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

23,568 24,516

セグメント売上高
（百万円）

2,607
3,025

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

セグメント営業利益
（百万円）

今期の状況
　ごま油におきましては、家庭用は、いわゆる「巣ご
もり特需」がひと段落の状況となりましたが、外食産
業が回復傾向とはいえ本来の状況には戻らない中で、
内食需要は堅調に推移し、販売数量は前期に比べ微増
となりました。
　業務用は、家庭用製品を取り扱う加工ユーザー向け
の需要が堅調な中で、外食需要の回復、テイクアウト
等の感染症問題下特有の需要増等もあり、業務用全体
の販売数量は前期に比べ増加しております。
　また、輸出用は、感染症問題を原因の発端とする海
上輸送コンテナ不足の影響を受けつつも、ワクチン接
種の普及等もあり、外食産業向けが需要増となり、販
売数量は前期に比べ、増加しております。

ごま油全体の販売数量は前期比103.2％、
販売金額は前期比104.0％となりました。

ごま油事業

主要製品

76.2％
セグメント別
売上高構成比 

ごま油　調合油
辣油　脱脂ごま
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セグメント

7,691 7,553

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

セグメント売上高
（百万円）

352 362

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）

セグメント営業利益 今期の状況
　食品ごまは、家庭用食品ごまに強みを持つ子会社
であるカタギ食品の販売伸長の寄与もありました
が、家庭用ＰＢの落ち込みがあったほか、加工ユー
ザー向けの販売が低調となったこと等により、食品
ごまの販売数量は前期に比べ減少しました。
　また、ねりごまは、総菜需要の減等により販売数
量は減少しております。
　以上により、食品ごま全体の販売数量及び販売金
額は前期に比べ減少しました。

食品ごま全体の販売数量は前期比99.6％、
販売金額は前期比98.2％となりました。

   食品ごま事業

主要製品

23.5％
セグメント別
売上高構成比 

いりごま、すりごま、
あらいごま、ねりごま
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セグメント

特定融資枠契約の総額 5,000 百万円
借入実行残高 － 百万円
借入未実行残高 5,000 百万円

②設備投資の状況
　当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は809百万円で、その主なものは次のとおりであります。
イ．当連結会計年度中に完成した主要設備
そ　の　他　　本　　　社　　小豆島工場　事務棟建屋増築工事

ロ．当連結会計年度継続中の主要設備の新設、拡充
そ　の　他　　本　　　社　　基幹システム更新

ハ．当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却・撤去・滅失
　該当事項はありません

③資金調達の状況
　コミットメントライン契約
　当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と契約総額5,000百万円の特定融資枠契約（シンジケー
ション方式によるコミットメントライン）を締結しております。
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直前３事業年度の財産及び損益の状況

（２）直前３事業年度の財産及び損益の状況

区分 第62期
（2019年３月期）

第63期
（2020年３月期）

第64期
（2021年３月期）

第65期
（当連結会計年度）
（2022年３月期）

売上高（百万円） 34,380 33,781 31,371 32,185

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 2,949 2,552 2,101 2,769

一株当たり当期純利益（円） 320.62 277.47 228.43 301.00

総資産（百万円） 36,237 38,355 36,314 39,361

純資産（百万円） 26,511 28,039 29,100 31,150

一株当たり純資産額（円） 2,881.78 3,047.88 3,163.00 3,385.66

34,380 33,781 31,371 32,185

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）売上高
2,949

2,552
2,101

2,769

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）親会社株主に帰属する当期純利益
320.62

277.47
228.43

301.00

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（円）一株当たり当期純利益

36,237 38,355 36,314 39,361

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）総資産

26,511 28,039 29,100
31,150

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）純資産

2,881.78 3,047.88 3,163.00
3,385.66

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（円）一株当たり純資産額

①企業集団の財産及び損益の状況

(注) 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、前連結会計年度（第
64期）の金額については、当該会計基準を遡って適用した場合の金額で表示しております。なお、前連結会計年度の売上高は、遡及適用を行う
前と比べ3,729百万円減少しております。
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直前３事業年度の財産及び損益の状況

区分 第62期
（2019年３月期）

第63期
（2020年３月期）

第64期
（2021年３月期）

第65期
（当事業年度）
（2022年３月期）

売上高（百万円） 30,668 30,051 28,166 28,979

当期純利益（百万円） 2,762 2,493 2,005 2,545

一株当たり当期純利益（円） 300.26 271.02 218.01 276.67

総資産（百万円） 35,108 37,437 35,079 38,104

純資産（百万円） 26,381 27,897 28,853 30,686

一株当たり純資産額（円） 2,867.67 3,032.41 3,136.16 3,335.15

30,668 30,051 28,166 28,979

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）売上高
2,762 2,493

2,005
2,545

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）当期純利益
300.26

271.02
218.01

276.67

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（円）一株当たり当期純利益

35,108 37,437 35,079 38,104

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）総資産
26,381 27,897 28,853

30,686

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（百万円）純資産
2,867.67 3,032.41 3,136.16

3,335.15

第62期
2019年３月期

第63期
2020年３月期

第64期
2021年３月期

第65期
2022年３月期

（円）一株当たり純資産額

②当社の財産及び損益の状況

(注) 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、前事業年度（第64期）の
金額については、当該会計基準を遡って適用した場合の金額で表示しております。なお、前事業年度の売上高は、遡及適用を行う前と比べ
3,157百万円減少しております。
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対処すべき課題

（３）対処すべき課題
　当社グループを取り巻く国内外の事業環境は少子高齢化の進展、環境問題の深刻化など著しく変化しております。
これまでにカタギ食品のグループ化（2017年）や袖ケ浦工場稼働（2020年）などを実現し、2020年度を「第二の
創業」とも言える大きな節目と捉え、2020年5月にグループ長期ビジョンを策定しました。その中では社員の“次に
向けた意識改革”“自ら考え、変わり、挑戦するという姿勢の共有化”を念頭に『変革と挑戦！ 健康と笑顔を届けるＮ
ｏ.１を目指す！』をスローガンとしました。
　またあわせて、当社グループは2021年度を初年度とする中期経営計画「ＯＮＥ Ｋａｄｏｙａ2025（※）」を策
定しております。グローバル、国内、社会、経済と会社を取り巻く状況が不透明かつ変化している中、引き続き「事
業戦略」「経営基盤の再構築」の個別施策を着実に実行してまいります。更には、自らのビジネス特性を踏まえ、持
続可能な社会実現（ＳＤＧｓ）や社会課題の解決に向け、積極的な取組みを実施してまいります。
(※) 「ＯＮＥ」…ごま一筋、グループ・役職員一丸、仕事のやりがいＮｏ.１、グローバルでのＮｏ.１など多くの「ＯＮＥ」の思いが込められていま

す。

①事業戦略
・かどやファンの着実な底上げ（マーケティング、提案型営業の強化等）
・海外事業の強化
・商品開発力強化による新たな価値の提供
・販売チャネルの拡充
・カタギ食品との連携深化（営業力強化、新商品開発、業務効率化）

②経営基盤の再構築
・安心・安全への不断の取組
・人事制度改革
・研究開発機能の強化
・生産体制の最適化（小豆島工場、袖ケ浦工場、カタギ食品寝屋川工場の３工場の連携強化）

③持続可能な社会実現に向けた取組み（ＳＤＧｓを意識した経営）
・温暖化ガス削減、食品ロスへの着実な取組みなど
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主要な事業内容、重要な子会社の状況

（４）主要な事業内容（2022年３月31日現在）

事業内容 主要製品

ごま油事業 ごま油、調合油、辣油、脱脂ごま

食品ごま事業 いりごま、すりごま、あらいごま、ねりごま

（５）重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の出資比率 主な事業内容

カタギ食品株式会社 30百万円 100％ 家庭用食品ごま、加工ごまの製造・販売
(注) 特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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主要な営業所及び工場、使用人の状況

❶

❷

❸

❹

❻

❼
❽

❾

❺�

当社の主要な営業所及び工場

本社
❶　東京都品川区西五反田八丁目２番８号

支店
❷　仙　台　(青葉区)
❸　東　京　(品川区)
❹　名古屋　(中　区)
❺　大　阪　(吹田市)
❻　広　島　(西　区)
❼　福　岡　(博多区）

工場
❽　香川県　(小豆郡)
❾　千葉県　(袖ケ浦市)

子会社の主要な営業所及び工場
❿　カタギ食品株式会社　 
　　(大阪府寝屋川市)

（６）主要な営業所及び工場（2022年３月31日現在）

（７）使用人の状況（2022年３月31日現在）

使用人数 前期末比増減

541（44）名 23名増（1名増）

使用人数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

402（36）名 25名増（5名増） 41.2歳 13.7年

①企業集団の使用人の状況

(注) 使用人数は就業員数であり、アルバイト及び非常勤嘱託は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

②当社の使用人の状況

(注) 使用人数は就業員数であり、アルバイト及び非常勤嘱託は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
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会社の現況

（１）株式の状況（2022年３月31日現在）
２．会社の現況

　
個人・その他
22.41%

外国人
0.84%

自己株式は個人・その他に含めて記載しています。

金融機関
3.77%

その他国内法人
72.06%

証券会社
0.92%

所有者別株式分布状況

①発行可能株式総数 16,000,000株

②発行済株式の総数 9,400,000株

③株主数 9,731名

④大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
三 菱 商 事 株 式 会 社 2,477,000株 26.88％

三 井 物 産 株 式 会 社 2,019,500 21.91
小 澤 物 産 株 式 会 社 1,063,186 11.53
小 澤 商 事 株 式 会 社 428,314 4.64
国 分 グ ル ー プ 本 社 株 式 会 社 300,000 3.25
日 清 食 品 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 300,000 3.25
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 219,900 2.38
伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 130,000 1.41
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 101,600 1.10
小 澤 二 郎 58,900 0.63

株式数 交付対象者数
取締役（社外取締役を除く。） 500株 1名

(注) 持株比率は自己株式（185,454株）を控除して計算しております。

⑤当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
　当社は取締役の報酬と当社の株式価値の連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献す
る意識を高める目的として、役員株式報酬制度を導入しています。その概要は「（２）会社役員の状況」の「④取締
役及び監査役の報酬等の総額」に記載のとおりであります。なお、役員に交付した株式の区分別合計は次のとおりで
あります。

(注) 取締役が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。
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会社の現況

（２）会社役員の状況

地位 氏名 担当及び重要な兼職状況

代 表 取 締 役 会 長 小 澤 二 郎 －

代 表 取 締 役 社 長 久 米 敦 司 －

取 締 役 井 尻 尚 宏 常務執行役員・生産本部長兼生産企画部長兼生産技術
部長、カタギ食品株式会社取締役

取 締 役 中 山 裕 章 常務執行役員・国内事業本部長、カタギ食品株式会社
取締役

取 締 役 長 澤 　 昇 執行役員・経営企画部長、カタギ食品株式会社取締役

取 締 役 川 　 上 　 三 知 男 東京芝法律事務所

取 締 役 齋 藤 聖 美
ジェイ・ボンド東短証券株式会社代表取締役
鹿島建設株式会社社外取締役
昭和電工株式会社社外監査役

取 締 役 大 西 　 賢
帝人株式会社社外取締役
株式会社商船三井社外取締役
Alton Aviation Consultancy Japan Co., Ltd
Senior Advisor

常 勤 監 査 役 植 松 博 司 －

常 勤 監 査 役 山 内 文 明 カタギ食品株式会社監査役

監 査 役 秋 元 建 夫 小澤物産株式会社常務取締役、
小澤商事株式会社常務取締役

監 査 役 磯 貝 　 進 三菱商事株式会社グローバル食品本部戦略企画室長

監 査 役 吉 田 昌 悟 三井物産株式会社食料本部
油脂・加工素材ソリューション事業部加工品事業室長

①取締役及び監査役の状況（2022年３月31日現在）
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会社の現況

氏名 異動前 異動後 異動年月日

井 尻 尚 宏

取締役執行役員生産本部長兼
生産企画部長

取締役常務執行役員生産本部長兼
生産企画部長 2021年  6月22日

取締役常務執行役員生産本部長兼
生産企画部長

取締役常務執行役員生産本部長兼
生産企画部長兼生産技術部長 2021年  7月  1日

中 山 裕 章
取締役執行役員国内事業本部長兼
販売推進部長兼物流部長 取締役執行役員国内事業本部長 2021年  4月  1日

取締役執行役員国内事業本部長 取締役常務執行役員国内事業本部長 2021年  6月22日

(注) 1. 代表取締役会長小澤二郎氏は、2022年４月21日に逝去により退任いたしました。
2. 取締役川上三知男氏、齋藤聖美氏及び大西賢氏は社外取締役であります。
3. 取締役川上三知男氏は、弁護士の資格を有しており、法務に関する相当程度の知見を有しております。
4. 当社は川上三知男氏、齋藤聖美氏及び大西賢氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており

ます。
5. 監査役山内文明氏、秋元建夫氏、磯貝進氏及び吉田昌悟氏は、社外監査役であります。
6. 2021年６月22日開催の第64回定時株主総会において、長澤昇氏、齋藤聖美氏及び大西賢氏は新たに取締役に選任され、就任いたしまし

た。
7. 2021年６月22日開催の第64回定時株主総会終結の時をもって、取締役戸倉章博氏、佐藤圭介氏、高野純平氏及び石塚昭夫氏は任期満了に

より退任いたしました。
8. 2021年６月22日開催の第64回定時株主総会において、植松博司氏、山内文明氏及び吉田昌悟氏は新たに監査役に選任され、就任いたしま

した。
9. 2021年６月22日開催の第64回定時株主総会終結の時をもって、監査役菱田州男氏、西村泰彦氏及び井上裕規氏は辞任により退任いたしま

した。
10. カタギ食品株式会社は当社の子会社であります。
11. 当事業年度中における取締役の地位及び担当等の異動は次のとおりであります。

②責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任
を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項各号に定める
金額の合計額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役または監査役が責任の原因と
なった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

③役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（以下、「Ｄ＆Ｏ保険契
約」という。）を締結しております。Ｄ＆Ｏ保険契約は被保険者の行った業務に起因して損害賠償請求された損害等
を填補するものであります（ただし、保険約款で定められた免責事由に該当するものを除く）。当社の全ての取締役
及び監査役（社外を含む）は当該保険契約の被保険者の対象となり、その保険料は全額当社が負担しております。
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会社の現況

区分 報酬等の総額
報酬等の種類別総額

支給人員
基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取 締 役
（うち社外取締役）

410百万円
（39百万円）

237百万円
（39百万円）

163百万円
（－）

９百万円
（－）

12名
（4）

監 査 役
（うち社外監査役）

59百万円
（29百万円）

59百万円
（29百万円）

－
（－）

－
（－）

８名
（5）

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

470百万円
（69百万円）

297百万円
（69百万円）

163百万円
（－）

９百万円
（－）

20名
（9）

④取締役及び監査役の報酬等の総額

(注) １. 取締役の報酬限度額は2016年６月28日開催の第59回定時株主総会において年額600百万円以内と決議いただいております。なお、決議日
時点での報酬の支給対象となる取締役の人数は８名となります。

２. 監査役の報酬限度額は2016年６月28日開催の第59回定時株主総会において年額100百万円以内と決議いただいております。なお、決議日
時点での報酬の支給対象となる監査役の人数は４名となります。

３. 当事業年度末現在の取締役は８名（うち社外取締役は３名）、監査役は５名（うち社外監査役は４名）であります。上記の取締役及び監査
役の員数と相違しておりますのは、2021年６月22日開催の第64回定時株主総会をもって退任した取締役４名（うち社外取締役１名）、監
査役３名（うち社外監査役１名）を含んでいるためであります。

４. 上記の報酬等の総額には以下のものが含まれております。
当事業年度における役員賞与引当金の繰入額163百万円（取締役５名に対し163百万円）、役員株式給付引当金繰入額９百万円（取締役８
名に対し９百万円、2021年６月22日開催の第64回定時株主総会をもって退任した取締役３名分を含む）。

５. 当社は、2009年６月25日開催の第52回定時株主総会終結の時をもって取締役及び監査役の役員退職慰労金制度を廃止し、同株主総会終結
後引き続いて在任する取締役及び監査役に対しては、役員退職慰労金制度廃止までの在任期間に対応する役員退職慰労金を各氏の退任時に
贈呈することを決議いたしております。

６. 業績連動報酬等として取締役に対して賞与を支給しております。なお、業績連動報酬等の額の算定の基礎とする業績指標について、当事業
年度より、単体の当期純利益から連結の親会社株主に帰属する当期純利益に変更しております。これは、内部留保となる純利益が会社の最
終の成績を表すものとする前提の上で、当社の取締役の経営責任が当社グループ全体に及ぶことを踏まえたものです。
なお、単体の当期純利益及び連結の親会社株主に帰属する当期純利益の推移は、「１．企業集団の現況」の「（２）直前３事業年度の財産
及び損益の状況」に記載のとおりであります。

７. 非金銭報酬等として取締役に対して株式報酬を交付しております。当該役員株式報酬は、取締役の報酬と当社の株式価値の連動性をより明
確にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高める目的として導入したものです。当社が拠出する金銭を原資として
当社株式が信託（以下、「本信託」といいます。）を通じて取得され、取締役に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株
式及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が本信託を通じて給付される株式報酬制度であ
り、取締役が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。支給額の決定に関しては、取締役会の決議で許容
される範囲において、毎年の定時株主総会日現在における取締役に対して、前年の定時株主総会日から当年の定時株主総会日までの期間に
おける職務執行の対価として、「１ポイント＝１株」相当のポイントを付与します。また、当該ポイントについては、職務執行期間の開始
する日における役位に応じて、支給され、役位ごとの内訳は代表取締役会長及び代表取締役社長465ポイント、取締役副社長執行役員279
ポイント、取締役専務執行役員264ポイント、取締役常務執行役員233ポイント、取締役執行役員186ポイントとなります。
当該役員株式報酬に関する株主総会の決議については、2018年６月26日開催の定時株主総会において、役員株式報酬制度導入に関する決
議を受けております。なお、決議日時点での報酬の支給対象となる役員の人数は取締役９名となります。また、2021年６月22日開催の定
時株主総会において、会社法の一部を改正する法律（令和元年法律第70号）の2021年３月１日施行に伴い、取締役に対する株式報酬の報
酬枠（１事業年度あたり2,400ポイントを上限）等に関する決議を受けており、決議日時点での報酬の支給対象となる役員の人数は取締役
５名であります。
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会社の現況

⑤取締役及び監査役の個人別の報酬等の決定方針に関する事項
　取締役の個人別の報酬等の決定は、報酬諮問委員会の意見を踏まえ、株主総会で決議を受けた報酬限度額の範囲内
で、取締役会より一任された代表取締役会長小澤二郎及び代表取締役社長久米敦司が決定しております。なお、短期
の役員賞与の個人別金額の決定においては、役職別に割り振られたポイント数を勘案しております。
　また、当該一任の決議については、毎年株主総会後に行う取締役会において、審議のもと行っております。また、
公正性の担保のため、当該一任の対象を代表取締役１名ではなく２名とするほか、一年ごとに決議を採ることとして
おります。代表取締役２名に個人別の報酬に関する権限を委任した理由は、業務執行及び事業特性をよく知る代表取
締役に一任することで俯瞰的かつ機動的な報酬額の決定が可能であると判断したためです。また、役員株式報酬の個
人別給付株式数の決定においては「１ポイント＝１株」相当のポイントを役位ごとに定め付与しております。
　なお、報酬諮問委員会では、取締役の報酬等の決定プロセスの公正性や透明性、客観性等を担保するため、取締役
の個人別の報酬に関する決定方針等の審議を行っております。報酬諮問委員会は代表取締役会長、代表取締役社長及
び独立社外取締役のうち、取締役会の決議によって選任された３人以上の取締役で構成され、その過半数は独立社外
取締役であります。取締役会は、報酬諮問委員会における審議プロセス、提言内容等を確認しており、取締役の個人
別の報酬額の内容が当該決定方針に沿うものであると判断しております。
　また、各監査役の報酬については、株主総会で決議を受けた報酬限度額の範囲内で、監査役の協議を経て支給額を
決定しております。
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会社の現況

地位 氏名 当社と当該他の法人等との関係
取 締 役 川　上　三知男 記載すべき関係はありません。

取 締 役 齋 藤 聖 美 記載すべき関係はありません。

取 締 役 大 西 　 賢 記載すべき関係はありません。

監 査 役 山 内 文 明
カタギ食品株式会社は、当社の子会社であります。カタギ食品株式
会社との間には製品の生産委託及び事業資金の貸付等の取引関係が
あります。

監 査 役 秋 元 建 夫
小澤物産株式会社及び小澤商事株式会社は、当社の大株主でありま
す。小澤物産株式会社と当社との間には、機器の購入等の取引関係
があります。また、小澤商事株式会社と当社との間には、製品の保
管荷役及び運送委託等の取引関係があります。

監 査 役 磯 貝 　 進 三菱商事株式会社は、当社の大株主であります。また、同社と当社
との間には、製品の販売代理店取引等の取引関係があります。

監 査 役 吉 田 昌 悟
三井物産株式会社は、当社の大株主であります。また、同社と当社
との間には、原材料の仕入、製品の販売代理店取引等の取引関係が
あります。

⑥社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　社外取締役及び社外監査役の重要な兼職の状況は「（２）会社役員の状況」の「①取締役及び監査役の状況」に
記載のとおりであります。なお、各社外役員の兼職先と当社との間の関係は次のとおりであります。
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会社の現況

出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 川　上　三知男

当期に開催された取締役会12回すべてに出席いたしました。主に弁
護士としての専門的見地から、取締役会では当該視点から積極的に
意見を述べており、特にコンプライアンスについて専門的立場から
監督、助言等を行うなど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を
確保するための適切な役割を果たしております。また、報酬諮問委
員会の委員として、客観的・中立的立場で当社の役員報酬等の決定
過程における監督機能を担っております。

取 締 役 齋 藤 聖 美

当期に開催された取締役会10回すべてに出席いたしました。企業経
営者としての豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識に基づいて、
取締役会では当該視点から積極的な意見を述べており、当社の経営
に対する実効性の高い監督等に十分な役割・債務を果たしておりま
す。また、報酬諮問委員会の委員として、客観的・中立的立場で、
当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

取 締 役 大 西 　 賢

当期に開催された取締役会10回のうち９回に出席いたしました。企
業経営者としての豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識に基づい
て、取締役会では当該視点から積極的な意見を述べており、当社の
経営に対する実効性の高い監督等に十分な役割・債務を果たしてお
ります。また、報酬諮問委員会の委員として、客観的・中立的立場
で、当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を担っておりま
す。

監 査 役 山 内 文 明

当期に開催された取締役会10回すべてに出席し、監査役会10回す
べてに出席いたしました。豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識
に基づき、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正
性を確保するための発言を行っております。また、監査役会におい
て、当社の内部監査等について適宜、必要な発言を行っておりま
す。

監 査 役 秋 元 建 夫

当期に開催された取締役会12回すべてに出席し、監査役会12回す
べてに出席いたしました。豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識
に基づき、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正
性を確保するための発言を行っております。また、監査役会におい
て、当社の内部監査等について適宜、必要な発言を行っておりま
す。

ロ．当事業年度における主な活動状況
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会社の現況

出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

監 査 役 磯 貝 　 進

当期に開催された取締役会12回すべてに出席し、監査役会12回す
べてに出席いたしました。豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識
に基づき、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正
性を確保するための発言を行っております。また、監査役会におい
て、当社の内部監査等について適宜、必要な発言を行っておりま
す。

監 査 役 吉 田 昌 悟

当期に開催された取締役会10回すべてに出席し、監査役会10回す
べてに出席いたしました。豊富なビジネス経験・実績、幅広い見識
に基づき、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正
性を確保するための発言を行っております。また、監査役会におい
て、当社の内部監査等について適宜、必要な発言を行っておりま
す。

(注) 取締役齋藤聖美氏、取締役大西賢氏、監査役山内文明氏、監査役吉田昌悟氏は、2021年６月22日開催の第64回定時株主総会において選任され
たため、開催回数が他の役員と異なります。なお、就任後の取締役会の開催回数は10回、監査役会の開催回数は10回であります。

29



2022/05/26 20:05:34 / 21843336_かどや製油株式会社_招集通知

会社の現況

（３）会計監査人の状況

区分 監査証明業務に基づく報酬等 非監査業務に基づく報酬等

当 社 35百万円 －

連 結 子 会 社 － －

計 35百万円 －

①名称　有限責任監査法人トーマツ

②報酬等の額

(注) 1. 監査役会は、会計監査人から説明を受けた当事業年度の会計監査計画の監査日数や人員配置などの内容、前事業年度の監査実績の検証と評
価、会計監査人の監査の遂行状況の相当性、報酬の前提となる見積りの算出根拠を精査した結果、会計監査人の報酬等の額について、会社
法第399条第１項の同意を行っております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら
ず、実質的にも区分できませんので、当社における監査証明業務に基づく報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

③会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると判断される場合には、監査役全員の
同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任いたします。
　また、上記の場合のほか、公認会計士法等の法令違反による監督官庁から処分を受けた場合、その他、会計監査人
の監査品質、品質管理、独立性、当社評価項目による評価結果の観点から、監査を遂行するに不十分であると判断し
た場合、監査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
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連結貸借対照表

資産の部
科目 金額

流動資産 23,705
現金及び預金 6,148
売掛金 7,341
商品及び製品 2,041
仕掛品 1,057
原材料及び貯蔵品 6,658
その他 456

固定資産 15,656
有形固定資産 12,760
建物及び構築物 5,285
機械装置及び運搬具 4,138
土地 3,091
リース資産 0
建設仮勘定 9
その他 235
無形固定資産 348
ソフトウエア 282
その他 66
投資その他の資産 2,546
投資有価証券 1,998
繰延税金資産 316
その他 304
貸倒引当金 △73

資産合計 39,361
　

負債の部
科目 金額

流動負債 6,148
支払手形及び買掛金 2,755
未払金 1,635
未払法人税等 751
賞与引当金 594
役員賞与引当金 163
その他 248
固定負債 2,061
退職給付に係る負債 1,734
役員株式給付引当金 26
株式給付引当金 6
資産除去債務 182
リース債務 0
繰延税金負債 71
その他 39
負債合計 8,210

純資産の部
株主資本 30,277
資本金 2,160
資本剰余金 3,067
利益剰余金 26,423
自己株式 △1,373
その他の包括利益累計額 873
その他有価証券評価差額金 842
繰延ヘッジ損益 110
退職給付に係る調整累計額 △79

純資産合計 31,150
負債純資産合計 39,361

　

連結貸借対照表（2022年３月31日現在）
(単位：百万円)

(注) 百万円未満の端数は切り捨て表示しております。
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連結損益計算書

科目 金額

売上高 32,185
売上原価 22,021
売上総利益 10,163
販売費及び一般管理費 6,712
営業利益 3,450
営業外収益
受取利息及び配当金 37
為替差益 265
投資有価証券売却益 38
補助金収入 130
雑収入 88 560
営業外費用
支払利息 1
支払手数料 37
投資有価証券売却損 0
雑損失 3 42
経常利益 3,968
特別利益
固定資産売却益 1 1
特別損失
固定資産除売却損 19 19
税金等調整前当期純利益 3,950
法人税、住民税及び事業税 1,213
法人税等調整額 △31 1,181
当期純利益 2,769
親会社株主に帰属する当期純利益 2,769

連結損益計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
(単位：百万円)

(注) 百万円未満の端数は切り捨て表示しております。
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貸借対照表

資産の部
科目 金額

流動資産 21,423
現金及び預金 5,292
売掛金 6,649
商品及び製品 1,907
仕掛品 1,044
原材料及び貯蔵品 6,001
前払費用 265
その他流動資産 262

固定資産 16,680
有形固定資産 11,766
建物 4,264
構築物 743
機械装置 3,874
車両運搬具 27
工具器具備品 224
土地 2,622
建設仮勘定 9
無形固定資産 343
ソフトウエア 280
その他 63
投資その他の資産 4,570
投資有価証券 1,827
関係会社株式 1,229
繰延税金資産 272
関係会社長期貸付金 1,080
破産更生債権等 55
長期前払費用 19
その他投資等 159
貸倒引当金 △73

資産合計 38,104
　

負債の部
科目 金額

流動負債 5,644
買掛金 2,532
未払金 1,511
未払費用 96
前受金 13
預り金 32
未払法人税等 729
賞与引当金 549
役員賞与引当金 163
その他流動負債 14
固定負債 1,774
退職給付引当金 1,554
役員株式給付引当金 26
株式給付引当金 6
資産除去債務 167
長期未払金 18
負債合計 7,418

純資産の部
株主資本 29,763
資本金 2,160
資本剰余金 3,067
資本準備金 3,082
その他資本剰余金 △15
利益剰余金 25,910
利益準備金 250
その他利益剰余金 25,660
固定資産圧縮積立金 305
別途積立金 11,940
繰越利益剰余金 13,414

自己株式 △1,373
評価・換算差額等 922
その他有価証券評価差額金 811
繰延ヘッジ損益 110
純資産合計 30,686
負債純資産合計 38,104

　

貸借対照表（2022年３月31日現在）
(単位：百万円)

(注) 百万円未満の端数は切り捨て表示しております。

33



2022/05/26 20:05:34 / 21843336_かどや製油株式会社_招集通知

損益計算書

科目 金額

売上高 28,979
売上原価 19,744
売上総利益 9,235
販売費及び一般管理費 6,005
営業利益 3,229
営業外収益
受取利息及び配当金 38
為替差益 265
投資有価証券売却益 38
補助金収入 130
雑収入 20 493
営業外費用
支払利息 1
支払手数料 37
投資有価証券売却損 0
雑損失 2 41
経常利益 3,681
特別利益
固定資産売却益 1 1
特別損失
固定資産除売却損 16 16
税引前当期純利益 3,665
法人税、住民税及び事業税 1,154
法人税等調整額 △34
当期純利益 2,545

損益計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
(単位：百万円)

(注) 百万円未満の端数は切り捨て表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 瀬戸　　　卓 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古谷　大二郎 ㊞

2022年５月13日
かどや製油株式会社
　取　締　役　会　　御　中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
　　　　　　　東　京　事　務　所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、かどや製油株式会社の2021年4月1日から2022年3
月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、かどや製油株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人
としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払
うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計
すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断
される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連
結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減する
ためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 瀬戸　　　卓 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古谷　大二郎 ㊞

2022年５月13日
かどや製油株式会社
　取　締　役　会　　御　中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
　　　　　　　東　京　事　務　所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、かどや製油株式会社の2021年4月1日から
2022年3月31日までの第65期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告

37



2022/05/26 20:05:34 / 21843336_かどや製油株式会社_招集通知

計算書類に係る会計監査報告

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減する
ためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2021年４月１日から2022年３月31日までの第65期事業年度の取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下の通り報告いたしま
す。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、当社および当社グループ会社の健全で持続的な成長を確保し、社会的信頼に応える良質な企業
統治体制を取締役会と協働して確立することを監査の基本方針として、監査計画、職務の分担等を定め、法令
順守、内部統制システムの構築・運用の状況及びリスク管理を重点監査項目に設定し、各監査役から監査の実
施状況及びその結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、監
査室、その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会そ
の他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしまし
た。また、子会社については、子会社の取締役及び使用人等と意思疎通及び情報交換を図り、必要に応じて子
会社からの事業の報告を受けました。
　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その
他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則
第100条第１項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されて
いる体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に
報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
　なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び会計監査人有限責任監査法人トーマツから当該内
部統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から｢職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制｣（会社計算規則第131条各号に掲げる事
項）を｢監査に関する品質管理基準｣（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び
個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果
　一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま

す。
　二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ

ん。
　三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システム

に関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　　　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
（３）連結計算書類の監査結果
　　　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2022年５月16日

常 勤 監 査 役 植 松 博 司 ㊞
常 勤 監 査 役 山 内 文 明 ㊞
監 査 役 秋 元 建 夫 ㊞
監 査 役 磯 貝 　 進 ㊞
監 査 役 吉 田 昌 悟 ㊞

かどや製油株式会社　監査役会

（注）監査役山内文明氏、監査役秋元建夫氏、監査役磯貝進氏、監査役吉田昌悟氏は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外
監査役であります。

以　上
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15第1京浜

東海道新幹線・JR線

京浜急行線

1

JR 
品川駅

都営地下鉄浅草線
高輪台駅

京浜急行 
品川駅

横断歩道

横断歩道 セブンイレブン

りそな銀行ATM

至銀座→

レインボーロード
（自由通路）

高輪口
（西口）

2A1出口

株主総会 会場ご案内図

1

グランドプリンスホテル高輪　

2022年6月27日（月曜日）
午前10時

日時

場所

地下1階 プリンスルーム　

東京都港区高輪三丁目１3番1号

交通

　

より徒歩約9分高輪口(西口）
東海道新幹線・JR線 品川駅

より徒歩約9分高輪口
京浜急行線 品川駅

より徒歩約7分A1出口
都営地下鉄浅草線 高輪台駅

1

2

至五反田

→

ご出席株主様へのお土産の配布は本年も取りやめとさせていただきます。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。



第 65 回

招集ご通知

ご来場の自粛検討のお願い
新型コロナウイルス感染防止の観点から、株主の
皆様には今年度の株主総会当日のご来場を見合わ
せ、インターネットや書面による事前の議決権行
使を強くご推奨申し上げます。今後の状況により
株主総会会場や運営方法に大きな変更が生じる場
合は、当社WEBサイトにてお知らせいたします。
https://www.kadoya.com/

ご出席株主様へのお土産の配布は本年も取りやめとさ
せていただきます。何卒ご理解いただきますようお願
い申し上げます。

定時株主総会

証券コード2612

〒141-0031 東京都品川区西五反田8丁目2番8号
TEL 03-3492-5545
https://www.kadoya.com/


